
《や
ま
も
と
・さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
４
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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地
域
の
声
を
、
政
策
に
。
予
算
に
。
そ

し
て
実
行
へ
。

１
０
月
５
日
、
第
２
２
２
回
国
会
が
開

会
し
ま
し
た
。
会
期
は
１
２
月
１
２
日
ま

で
の
６
９
日
間
。

物
価
高
、
消
費
税
の
負
担
軽
減
、
成
長

投
資
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
人
口
減

少
、
防
災
、
外
交
・
安
全
保
障
な
ど
、
暮

ら
し
な
ど
日
本
の
将
来
に
直
結
す
る
議
論

が
始
ま
り
ま
す
。

《
高
市
総
理
の
所
信
表
明
》

高
市
総
理
は
、
世
界
で
技
術
・
人
材
・

投
資
を
め
ぐ
る
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、

「
危
機
管
理
投
資
」
と
「
成
長
投
資
」
を

大
胆
に
進
め
、
強
い
経
済
を
つ
く
る
方
針

を
示
し
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
た

の
が
、
「
技
術
で
勝
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

も
勝
つ
。
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

日
本
に
は
世
界
に
誇
れ
る
技
術
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
研
究
開
発
だ
け
で
終
わ

ら
せ
ず
、
社
会
実
装
、
量
産
、
海
外
展
開

ま
で
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
Ｆ
１

を
は
じ
め
世
界
で
仕
事
を
す
る
中
で
、
技

術
を
世
界
で
稼
げ
る
産
業
に
す
る
重
要
性

を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

《
日
本
を
再
び
世
界
一
の
国
へ
》

私
も
、
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、
合
成
燃
料
、

自
動
運
転
な
ど
、
日
本
の
技
術
を
研
究
で

終
わ
ら
せ
ず
、
事
業
化
・
社
会
実
装
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
政
策
の
柱
と
し
て
き
ま
し

た
。
技
術
、
人
材
、
産
業
、
そ
し
て
地
域

の
力
を
世
界
に
つ
な
げ
る
。
そ
の
先
に
、

「
日
本
を
再
び
世
界
一
の
国
へ
」
と
い
う

目
標
が
あ
り
ま
す
。

《
今
国
会
で
注
目
す
る
テ
ー
マ
》

①
飲
食
料
品
の
消
費
税
減
税
・
負
担
軽
減

策
政
府
は
、
飲
食
料
品
の
消
費
税
率
の
引

下
げ
と
、
所
得
に
応
じ
た
支
援
金
を
組
み

合
わ
せ
た
法
案
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

家
計
の
負
担
軽
減
は
重
要
で
す
。
一
方
、

農
業
や
食
品
産
業
な
ど
「
つ
く
る
側
」
が

コ
ス
ト
高
で
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
す
る
人
と
、
生
産
す
る
人
。
そ
の

両
方
を
支
え
る
政
策
が
必
要
で
す
。

②
成
長
投
資
と
地
域
の
力

「
日
本
成
長
戦
略
」
と
「
地
域
未
来
戦

略
」
を
両
輪
に
、
民
間
投
資
や
地
方
の
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
を
後
押
し
す
る
方
針

も
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
地
方
を
「
支

援
さ
れ
る
場
所
」
で
は
な
く
、
新
し
い
産

業
と
成
長
を
生
み
出
す
場
所
に
す
る
こ
と

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
自
動
車
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
、
農
業
、
港
湾
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
研
究
力
。

東
三
河
に
は
、
日
本
の
成
長
を
つ
く
る
力

が
あ
り
ま
す
。

③
人
口
減
少
を
、
衰
退
の
理
由
に
し
な
い

医
療
・
介
護
、
物
流
、
公
共
交
通
な
ど

の
人
手
不
足
に
対
し
、
Ａ
Ｉ
の
社
会
実
装

や
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
考
え
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
が
減
少
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

自
動
運
転
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
れ
ば
、
生
産

性
を
高
め
、
暮
ら
し
を
守
り
、
成
長
で
き

ま
す
。
新
し
い
技
術
を
地
方
の
現
場
に
実

装
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
国
を
守
る
「
危
機
管
理
投
資
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
、
食
料
、
医
療
、

サ
イ
バ
ー
、
防
災
な
ど
へ
の
投
資
も
大
き

な
柱
で
す
。
東
三
河
に
と
っ
て
も
、
食
料

安
全
保
障
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
南
海

ト
ラ
フ
へ
の
備
え
は
身
近
な
課
題
で
す
。

《
地
域
の
声
を
、
結
果
に
つ
な
げ
る
》

こ
の
夏
も
、
豊
橋
・
田
原
の
現
場
を
歩

き
、
農
林
水
産
業
の
コ
ス
ト
高
、
中
小
企

業
の
人
手
不
足
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

人
材
確
保
、
三
河
港
や
国
道
２
３
号
、
浜

松
湖
西
豊
橋
道
路
な
ど
、
地
域
の
課
題
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
、
令
和
９
年

度
予
算
編
成
も
本
格
化
し
ま
す
。

国
会
は
、
地
域
の
声
を
政
策
と
予
算
に

結
び
つ
け
、
実
現
す
る
場
所
で
す
。

「
声
を
届
け
た
」
「
要
望
し
た
」
で
終
わ

ら
せ
な
い
。
制
度
が
変
わ
る
、
予
算
が
つ

く
、
道
路
が
前
に
進
む
、
新
た
な
挑
戦
が

始
ま
る
。
具
体
的
な
成
果
に
つ
な
げ
て
こ

そ
、
政
治
の
仕
事
で
す
。

《
地
域
か
ら
、
日
本
を
変
え
る
。
》

日
本
の
技
術
、
人
、
地
域
の
力
を
世
界

に
つ
な
ぎ
、
日
本
を
再
び
世
界
一
の
国
へ
。

１
２
月
１
２
日
ま
で
、
現
場
主
義
を
大
切

に
、
緊
張
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

第
２
２
２
回
国
会
・
臨
時
国
会

始
動
！
決
断
・
挑
戦
・
実
行
！



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

各校区で体育祭や防災訓練
など、地域行事が数多く開
催されています。地域の皆
さんとお話しし、声や課題
を直接伺いました。いただ
いた声を一つひとつ政策と
予算に繋げられるよう責任
感とスピード感を持って、
取り組んでまいります。

普段は、豊橋駅で駅頭をして
いますが、先日は三河田原駅
にて、駅頭をさせていただき
ました。改めて多くの皆様に
ご挨拶をさせていただきまし
た。お声かけいただきまして
皆様ありがとうございました。
見かけた際には、お気軽にお
声かけいただければ幸いです。

高市総理の所信表明演説

畜産農家を訪問し、現場のお
話を伺いました。飼料価格の
高騰や海外依存が課題となる
中、地域の資源を活かして稲
藁等を確保する取組みをされ
ていらっしゃいました。
こうした現場の工夫を後押し
することが今こそ必要と感じ
ました。

この度、衆議院「地域活性
化・こども政策・デジタル社
会形成に関する特別委員会」
の理事を拝命しました。衆議
院委員会の理事としての責任
の重さを受け止め、委員会運
営にも力を尽くしてまいりま
す。「地・こ・デジ」はいず
れも、これからの日本のかた
ちを左右する重要なテーマで
す。しっかりと職務に邁進し
てまいります。

出典：第222回国会における内閣総理大臣所信表明演説（令和8年１０月５日）

＊消費者物価指数「総合」で実質化した場合
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